
完成年月日区分 契約年月日 着手年月日 請負金額
当初契約
変更契約
変更契約

総括監督員 主任監督員 監督員

本件は、雲南市契約規則及び雲南市入札執行要領の定めるところにより執行する。
・落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の10%に相当する額を加算した金額を落
　札価格とするので、入札書に記載する金額は見積った契約希望金額（消費税及び地方消費税を含ん
　だ額）の110分の100に相当する金額とすること。
　この場合、10%に相当する金額に1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てるものとすること。
・落札決定後、契約締結までの間に落札者が入札参加の資格制限又は指名停止を受けた場合は、契
　約を締結しません。
・契約締結後、速やかに監督職員と協議を行うこと。
・本業務は島根県設計・測量・調査等業務共通仕様書及び特記仕様書を適用する。
・変更が生ずる場合は直ちに監督職員と協議し、その指示に従うこと。
・現地調査を行う場合は、地元関係者に十分な説明を行い、理解を得てから行うこと。
・受託者は、業務内容及びその成果を発注者の承認を得ずに第三者に知らせてはならない。
・本業務はウィークリースタンスの対象業務である。

単独 雲南市 業務委託 仕様書

事 業 名

業 務 名 東谷北企業団地適地検討業務

道 川 施 設 名 東谷北企業団地

建設工事の種類 その他業務 発注工事種別 業務委託

査 定 番 号
( 工 事 番 号 )

施行位置 雲南市加茂町東谷地内

契約方法 別に指示 入札(見積)場所 別に指示

入札(見積)日時 別に指示

入札保証金 別に指示 契約保証金 別に指示

前払金 別に指示 最低制限価格 別に指示

部分払 別に指示 その他の条件 別に指示

工事完成期限 別に指示 現場説明 別に指示

公告 文書番号 別に指示 公告日 別に指示

受注者
住所・氏名
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東谷北企業団地適地検討業務 特記仕様書

１ 業務名称

東谷北企業団地事業可能性調査業務

２ 業務場所

雲南市加茂町東谷地内

３ 業務の内容

３－１ 計画準備

本業務の着手前に業務工程や実施計画、実施体制等を示した業務計画書を作成する。

また、業務の進捗状況や本業務の内容に変更が生じた場合は、変更業務計画書を提出す

る。ただし、業務遂行上、軽易な変更であると本公社が認めた場合はこの限りでない。

３－２ 現地踏査

開発範囲及び周辺の現地踏査を行い、現地との整合性を目視により確認する。また、

都市計画図との整合、土地利用、地盤状況、里道、水路、墓地、給排水の状況、水質、

その他、支障物件などの確認を行う。

３－３ 与条件の整理

現地踏査結果及び法規制、用地取得の難易度などについて、概略検討にあたり必要と

なる与条件を整理する。

３－４ 概略造成計画の作成及び比較検討

与条件の整理を踏まえ概略造成計画の作成を行う。

法規制、土量バランス等の観点から事業性について検討する計画案（3案程度）を選出

し、造成計画平面図、土地利用計画平面図の作成を行う。計画は、区画道路や進入道路、

公園、調整池等の施設配置や工程に影響を及ぼす関連公共工事を踏まえたものとする。ま

た、作成した平面図をもとに概算数量計算を行い、概算工事費を算出して比較検討を行

い、事項の事業性の評価の対象案を選定する。

３－５ 事業性の評価

選定した対象案について、以下の項目を検討し事業性を評価する。

・上位計画等に基づく事業の位置付け

・総事業費に基づく事業収支

・整備スケジュール

・関係機関協議を踏まえた課題抽出



３－６ 報告書作成

上記の検討内容について報告書に取りまとめる。

３－７ 打合せ協議

本業務の打合せ協議は、業務着手時、中間時 3回、成果品納品時の 5 回を見込む。

４ 成果品

本業務の成果品は以下を見込んでいる。

・業務報告書 A4 ファイル ２部

・上記電子データ CD-R 等 １式
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１）・契約書第９条第２項で求める管理（主任）技術者 ☑管理技術者　　　□主任技術者

複合業務の場合は統括する管理（主任）技術者を選任して通知する

１．管理技術者 ２）本業務で求める管理技術者の有無 ☑あり　□なし

および ・契約書第９条第１項   ☑　プロポーザル実施要領（提案書提出説明書）で求める資格

主任技術者 ３）本業務で求める主任技術者の有無 □あり　☑なし

・契約書第９条第１項 ありの場合 　□　測量業務　（共通仕様書第１１０９条３　主任技術者）で求める資格

（契約書９条） 　□　地質土質調査業務　（共通仕様書第１０８条３　主任技術者）で求める資格

　□　用地調査等業務　（共通仕様書第２条第１項第八号）で求める資格

　□　補償業務　（共通仕様書第２条第１項第八号）で求める資格

２．工程関係 １）関連する別途発注業務 □あり　☑なし 調整項目：

調整が必要な業務名：

調整が必要な業務の履行期間：

２）関係官公庁等への手続き等 □あり　☑なし 機関名：

ありの場合 　□　国

　□　県

　□　市町村

　□　その他

手続き内容

　□　工法協議

　□　許可申請

　□　旧道処理

　□　その他

３）地元関係者との調整（交渉）等 □あり　☑なし 地元関係者との調整　□済み　□未了

未了の場合→完了予定時期（〇月〇旬頃）

４）土地への立ち入り ☑あり　□なし 当該土地所有者の承諾　☑済み　□未了

未了の場合→完了予定時期（〇月〇旬頃）

５）履行期間 予定履行期間：令和７年１２月１５日

６）屋外で作業を行う時期及び時間の指定 □あり　☑なし 期日及び時間：

業務の内容：

７）ウイークリースタンス対象業務 ☑あり　□なし

ありの場合 ☑業務完了時に所定の様式により実績を提出する

８）その他 □あり　☑なし 内容：

業務条件書

明示項目 明示事項 制約条件等
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業務条件書

明示項目 明示事項 制約条件等

３．安全対策関係 １）交通安全施設関係の指定 □あり　☑なし □交通安全施設等の配置

　　□別添図等

　　□その他

□交通誘導員の配置

　　配置人数　　　　　人（うち交通誘導員Ａ　　　　　人）

２）その他 □あり　☑なし 内容：

４．支障物件等 １）支障物件 □あり　☑なし 支障物件名

・設計条件への □電気

　配慮等 □電話

・施工計画への □水道

　反映等 □ガス

□その他（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）試掘調査 □あり　☑なし 調査箇所数：

位置：

３）その他 □あり　☑なし 内容：

５．その他 1）（Ａ）．部分使用 □あり　☑なし 部分使用範囲：

目的：

部分使用期間：

1）（Ｂ）．部分引渡し □あり　☑なし 部分引渡し範囲：

目的：

引渡時期：

２）資料の貸与 □あり　☑なし 貸与する資料：

引渡場所：

引渡時期：

３）合同現地踏査 □あり　☑なし 実施時期：

実施回数：

４）三者会議 □あり　☑なし 実施時期：

実施回数：

５）業務完了検査時の照査技術者の立会 □あり　☑なし

※高度な技術を要する業務叉はその他重要構造物等の設計業務

６）その他 □あり　☑なし 内容：








